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　平成も残すところ後１カ月。 この 31 年余り、 本市では雲仙 ・普賢岳の噴火や有明町との合併など、 たくさん

の出来事がありました。 平成が幕を下ろすにあたり、 本市の平成時代を写真とともに振り返りながら紹介します。

元年

４
月　

市
役
所
市
民
課
で
県
内
初
と
な
る
「
総
合
窓
口
制
」
ス
タ
ー
ト

４
月　

兄
弟
都
市
提
携
20
周
年
記
念
と
し
て
大
分
県
豊
後
高
田
市
か
ら
親
善

　
　
　
　

訪
問
団
来
島

11
月　

兄
弟
都
市
提
携
20
周
年
記
念
と
し
て
島
原
市
親
善
訪
問
団
が
大
分
県

　
　
　
　

豊
後
高
田
市
へ
訪
問

２年

４
月　

市
制
施
行
50
周
年

５
月　

百
花
台
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
41
回
全
国
植
樹
祭
」
出
席
に

　
　
　
　

先
立
ち
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
ご
来
島

11
月　

１
９
８
年
ぶ
り
に
普
賢
岳
噴
火

３年

６
月　

普
賢
岳
で
大
規
模
火
砕
流
が
発
生
し
、
43
人
の
犠
牲
者
を
出
す

６
月　

大
雨
で
大
規
模
土
石
流
が
発
生
し
、
住
宅
な
ど
約
１
１
０
棟
が
流
出
・

　
　
　
　

倒
壊
す
る
な
ど
大
き
な
爪
跡
を
残
す

７
月　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
島
原
を
訪
問
さ
れ
、
被
災
住
民
を
お
見
舞
い

４年

１
月　

復
興
元
年
と
位
置
付
け
、
復
興
に
向
け
て
災
害
復
興
課
新
設

９
月　

避
難
を
続
け
て
い
た
第
五
小
、
第
三
中
は
１
年
３
カ
月
ぶ
り
に
本
校
舎

　
　
　
　

で
授
業
再
開

10
月　

大
火
砕
流
後
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
国
道
57
号
が
１
年
４
カ
月
ぶ

　
　
　
　

り
に
全
面
開
通

５年

３
月　

秋
篠
宮
ご
夫
婦
が
島
原
を
訪
問
さ
れ
、
被
災
住
民
を
お
見
舞
い

４
月　

大
雨
で
土
石
流
が
発
生
し
、
住
家
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
に
甚
大
な
被
害

　
　
　
　

発
生

４
月　

市
民
待
望
の
市
営
陸
上
競
技
場
が
完
成
。
落
成
記
念
で
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　

シ
ー
ズ
ン
マ
ッ
チ
開
催

６
月　

断
続
的
に
発
生
し
た
火
砕
流
が
千
本
木
地
区
直
撃
。
１
人
の
犠
牲
者
と

　
　
　
　

住
宅
な
ど
１
８
７
棟
被
災

８
月　

眉
山
で
土
石
流
が
発
生
し
、
萩
が
丘
地
区
被
災

１

平
成

元
年

～
平
成

10
年

島原市「平成」の歩み
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６年

１
月　
「
広
域
農
道

（
雲
仙
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）
島
原
～
愛
野
」
開
通

３
月　

噴
火
災
害
被
災
者
用
の
住
宅
対
策
と
し
て
「
花
の
丘
団
地
」
完
成

７
月　

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
砂
防
工
事
の
た
め
第
四
小
折
橋
分
校
廃
校

10
月　

水
無
川
流
域
の
警
戒
区
域
内
土
石
除
去
工
事
の
た
め
無
人
化
施
工

　
　
　
　

導
入

７年

１
月　

噴
火
災
害
被
災
者
用
分
譲
地
と
し
て
「
仁
田
団
地
」
完
成

４
月　

国
道
57
号
山
側
ル
ー
ト
が
６
７
０
日
ぶ
り
に
通
行
再
開

11
月　

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
が
復
興
状
況
を
ご
視
察
の
た
め
ご
来
島

12
月　

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
隊
撤
収

（
派
遣
日
数
は
過
去
最
長
の
１
６
５
８

　
　
　
　

日
間
）

８年

５
月　

市
と
小
浜
町
は
雲
仙

・
普
賢
岳
の
溶
岩
ド
ー
ム
を
「
平
成
新
山
」
と

　
　
　
　

命
名

５
月　

島
原
城
内
に
「
観
光
復
興
記
念
館
」
オ
ー
プ
ン

６
月　

雲
仙

・
普
賢
岳
の
噴
火
が
終
息
。
「
市
災
害
対
策
本
部
」
解
散

９
月　

噴
火
災
害
支
援
に
対
す
る
お
礼
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

11
月　

皇
太
子
ご
夫
婦
が
復
興
状
況
を
ご
視
察
の
た
め
ご
来
島

９年

４
月　

約
４
年
ぶ
り
島
原
鉄
道
が
全
線
開
通
。
島
原
・深
江
間
で「
観
光
ト
ロ
ッ

　
　
　
　

コ
列
車
」
運
行
ス
タ
ー
ト

４
月　
「
復
興
フ
ェ
ス
タ 

元
気
だ
！ 

し
ま
ば
ら
」
開
催

７
月　

姉
妹
都
市

・
福
知
山
市
か
ら
訪
問
団
来
島

８
月　

中
尾
川
源
頭
部
に
治
山
ダ
ム
完
成

10
月　

兄
弟
都
市

・
豊
後
高
田
市
か
ら
訪
問
団
来
島

11
月　

中
尾
川
砂
防
計
画
基
本
構
想
の
基
幹
と
な
る
千
本
木
１
号
砂
防
ダ
ム

　
　
　
　

の
建
設
開
始

10 年

２
月　

自
衛
隊
への
感
謝
の
象
徴
と
な
る
「
自
衛
隊
災
害
派
遣
顕
彰
碑
」
完
成

２
月　

希
望
と
再
生
の
「
復
興
の
森
」
植
樹
祭
実
施

４
月　
「
島
原
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」
オ
ー
プ
ン

10
月　

市
内
全
中
学
校
で
ブ
ロ
ッ
ク
式
の
完
全
給
食
ス
タ
ー
ト

11
月　

復
興
を
願
い
、
「
島
原

・
雲
仙
学
生
駅
伝
」
初
開
催

島原市「平成」の歩み
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11 年

３
月　

安
中
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」

　
　
　
　

植
樹
祭
開
催

４
月　
「
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」
完
成

11
月　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
島
原
が
各
種
防
災
情
報
の
放
送
開
始

11
月　
「
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
消
防
殉
職
者
慰
霊
碑
」
完
成

12 年

３
月　
「
安
中
三
角
地
帯
嵩
上
事
業
」
完
了

９
月　
「
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
」
オ
ー
プ
ン

９
月　
「
第
四
小
学
校
新
校
舎
」
完
成

11
月　

安
中
地
区
住
民
に
よ
る
「
噴
火
10
周
年
記
念
植
樹
祭
」
実
施

11
月　
「
大
相
撲
島
原
場
所
」
開
催

13 年

５
月　

北
上
木
場
農
業
研
修
所
跡
地
の
遺
構
保
存
方
針
決
定

５
月　

災
害
時
、
報
道
陣
が
撮
影
場
所
と
し
て
い
た
「
定
点
」
に
標
柱
設
置

６
月　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
実
施

10
月　

観
音
島
泉
源
公
園
内
に
「
足
湯
」
オ
ー
プ
ン

14 年

１
月　
「
県
立
島
原
病
院
」
落
成

４
月　
「
完
全
学
校
週
５
日
制
」
ス
タ
ー
ト

７
月　
「
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
」
オ
ー
プ
ン

８
月　
「
中
学
生
子
ど
も
議
会
」
開
催

11
月　
「
雲
仙
復
興
工
事
事
務
所
10
周
年
記
念
式
典
」
開
催

15 年

１
月　

雲
仙

・
普
賢
岳
噴
火
災
害
の
記
録
集
「
平
成
島
原
大
変
」
全
世
帯
配
布

４
月　

島
原
市
と
有
明
町
の
「
島
原
地
域
合
併
協
議
会
」
ス
タ
ー
ト

５
月　

市
内
に
「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」
結
成

７
月　
「
２
０
０
３
年
長
崎
ゆ
め
総
体
」
開
催

島原市「平成」の歩み
平
成

11
年

～
平
成

20
年
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島原市「平成」の歩み

192021

222324

16 年

３
月　

地
域
高
規
格
島
原
道
路
「
が
ま
だ
す
ロ
ー
ド

（
下
折
橋
町
～
出
平
町

　
　
　
　

延
長
２
・２
キ
ロ
）」
開
通

４
月　

平
成
新
山
「
国
の
天
然
記
念
物
」
指
定

８
月　
「
わ
れ
ん
川
大
橋
」
開
通

11
月　

が
ま
だ
す
広
場
・
駐
車
場
に
「
ゆ
と
ろ
ぎ
足
湯
」
オ
ー
プ
ン

17 年

１
月　

火
葬
場
「
し
ま
ば
ら
斎
場
」
本
格
稼
働

３
月　

島
原
市
と
有
明
町
の
「
合
併
調
印
式
」
実
施

４
月　

看
護
学
校
を
併
設
し
た
「
市
医
師
会
館
」
新
築
開
校

８
月　

島
原
漁
業
協
同
組
合
「
ト
ラ
フ
グ
の
陸
上
養
殖
」
開
始

12
月　
「
有
明
町
の
閉
町
式
」
実
施

18 年

１
月　

島
原
市
と
有
明
町
が
合
併
。
「
新
島
原
市
」
ス
タ
ー
ト

５
月　

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
消
防
本
部
・
島
原
消
防
庁
舎
が
新
築

　
　
　
　

移
転
し
業
務
開
始

７
月　

九
州
の
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
集
結
「
島
原
が
ま
だ
す
リ
ー
グ
２
０
０
６
」
開
催

７
月　
「
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
」
新
築
完
成
し
業
務
開
始

９
月　

童
謡
歌
集
「
ふ
る
さ
と
」(

全
53
曲
収
録
）
市
内
全
小
学
生
に
配
布

19 年

４
月　

市
営
球
場
の
改
修
工
事
完
了

６
月　

雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
で
活
躍
し
た
自
衛
隊
ヘリ
コ
プ
タ
ー
と
装
甲
車

　
　
　
　

（
貸
与
）  

の
引
渡
式
開
催

８
月　

サ
ッ
カ
ー
Ｕ-

17

（
17
歳
以
下
）
ガ
ー
ナ
代
表
チ
ー
ム
が
島
原
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

実
施

11
月　
「
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
」
開
催

20 年

２
月　

映
画
「
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」
島
原
ロ
ケ
実
施

４
月　

温
浴
施
設
「
島
原
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
湯
」
オ
ー
プ
ン

７
月　

新
田
町
海
岸
の
「
ス
ク
イ
修
復
作
業
」
実
施

１２
月　

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
第
１
号
」
認
定
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６

21 年

４
月　

市
役
所
６
課
「
土

・
日
曜
午
前
中
開
庁
」
ス
タ
ー
ト

５
月　
「
肥
前
島
原
子
ど
も
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
講

８
月　

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
日
本
初
認
定

10
月　

皇
太
子
さ
ま
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
ご
訪
問

10
月　

女
性
消
防
隊
「
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
優
良
賞
」
受
賞

22 年

４
月　
「
安
中
梅
林
再
生
事
業
１
０
０
０
本
記
念
植
樹
」
実
施

９
月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
カ
テ
ィ
ア
と
モ
ー
リ
ス
～
雲
仙
・普
賢
岳
に
挑
ん
だ
夫
婦
～
」

　
　
　
　

島
原
ロ
ケ
実
施

10
月　
「
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
龍
馬
像
」
設
置

12
月　

湧
水
庭
園
「
四
明
荘
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

23 年

６
月　

噴
火
か
ら
20
年
を
迎
え
た
「
い
の
り
の
日
」
追
悼
式
典
開
催

７
月　

往
年
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
集
ま
っ
た
「
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
開
催

９
月　

泉
谷
し
げ
る
さ
ん
な
ど
を
招
い
た
「
し
ま
ば
ら
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

24 年

５
月　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
開
催

10
月　
「
島
原
中
央
道
路
」
開
通

10
月　

和
牛
日
本
一
を
決
め
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
開
催

11
月　
「
全
国
子
守
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

25 年

３
月　

国
体
会
場
の
「
霊
丘
公
園
体
育
館

・
弓
道
場
」
完
成

10
月　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
支
援
事
業
」

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

26 年

１
月　
「
吉
田
沙
保
里
選
手　

講
演
会
、
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
」
開
催

４
月　
「
島
原
城
天
守
閣
復
元
50
周
年
記
念
事
業
」
実
施

10
月　
「
松
平
家
歴
史
ゆ
か
り
の
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催

10
月　

幸
田
町
と
「
歴
史
と
文
化
の
友
好
交
流
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結

10
月　
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

（
４
競
技
）
」
開
催

11
月　
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会

（
２
競
技
）
」
開
催

島原市「平成」の歩み
平
成

21
年

～
平
成

31
年
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27 年

１
月　

大
久
保
嘉
人
選
手
「
島
原
市
ふ
る
さ
と
納
税
大
使
」
就
任

４
月　
「
市
制
施
行
75
周
年
記
念
式
典
」
開
催

８
月　

漫
画
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
作
者　

小
西
紀
行
さ
ん
と
「
島
原
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

創
生
小
西
紀
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
調
印

11
月　

島
原
守
護
神
「
し
ま
ば
ら
ん
」
降
臨

28 年

１
月　
「
島
原
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
」
開
催

３
月　
「
島
原
市
が
ま
だ
す
高
校
生
議
会
」
開
催

５
月　

雲
仙

・
普
賢
岳
噴
火
災
害
25
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
開
催

６
月　
「
い
の
り
の
日
」
・「
雲
仙

・
普
賢
岳
噴
火
災
害
25
年
犠
牲
者
追
悼
式
」

　
　
　
　

開
催

７
月　

自
衛
隊
音
楽
演
奏
会
「
災
害
復
興
25
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

８
月　
「
銀
水
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

10
月　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
」
開
催

29 年

３
月　

新
し
尿
処
理
施
設
「
前
浜
ク
リ
ー
ン
館
」
完
成

９
月　

市
役
所
旧
庁
舎
の
解
体
完
了
。
64
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

10
月　
「
デ
ザ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
交
付
開
始

10
月　
「
島
原
市

・
幸
田
町
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
」
開
催

12
月　

島
原
温
泉
「
温
泉
総
選
挙
２
０
１
７

（歴
史
・
文
化
部
門
）」
全
国
１
位

30 年

１
月　
「
島
原
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
再
認
定
決
定

３
月　
「
市
役
所
新
庁
舎
建
設
安
全
祈
願
祭
」
開
催

７
月　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
ト
ン
ガ
王
国
「
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン

　
　
　
　

プ
地
」
決
定

10
月　

池
田
成
諒

（
島
高
）
選
手　

ユ
ー
ス
五
輪
陸
上
男
子
１
０
０
ｍ
銅
メ
ダ
ル

　
　
　
　

獲
得

11
月　

姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
福
知
山
市
友
好
親
善
訪
問
団
来
島

31 年

１
月　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
代
表
の
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　

チ
ー
ム
の
事
前
島
原
キ
ャ
ン
プ
決
定

島原市「平成」の歩み

313233

31

3233

343536

34

35

36

新
元
号
時
代
へ


